
湯
を
取
り
に
き
た
時
、
一
天
俄
か
に
か
き
く
も
っ
て
、
物
す
ご
い
大
夕
立
と

な
っ
た
。
あ
わ
て
て
近
く
の
コ
ン
ク
リ
の
ド
カ
ン
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
雨
の

勢
い
は
さ

っ
ぱ
り
お
と
ろ
え
ぬ
。

た
い
く

つ
ま
ぎ
れ
に
唄
い
出
し
た
。
チ
ャ

カ
ホ
イ
節
や
ョ
カ
チ
ン
等
々
。
ト
ナ
リ
の
ド
カ
ン
に

「
従
一
二
位
」
の
校
長
閣

下
が
も
ぐ
り
こ
ん
で
る
と
は
つ
ゆ
知
ら
ず
•
…•
•O

い
や
な
客
ど
も

一
日
の
勤
労
奉
仕
作
業
（
三
鷹
飛
行
場
造
り
の
整
地
）
が
終
る
と
汗
と
ド

ロ
ま
み
れ
の
ま
4

で
京
王
電
車
に
と
び
の
っ
て
新
宿
へ
も
ど
り
、
伊
勢
丹
の

屋
上
へ
直
行
す
る
。
屋
上
の
ビ
ヤ
ホ

ー
ル
も
夕
方
だ
と
喫
茶
も
で
き
る

第
一
の
目
的
は
、
こ
こ

の
つ
め
た

い
タ
オ
ル
で
汗
だ
ら
け
の
頻
や
腕
な
ど

を
ふ
く
た
め
だ
。
何
と
も
気
分
爽
快
…
…
然
し
キ
レ
イ
ナ
タ
オ
ル
も
か
な
り

コ
ー
ヒ
ー
一
杯
で
ネ
オ
ン
が
光
り
出
す
ま
で
ね
ば
ら
れ
た
の
で
は
伊
勢
丹

勤
労
奉
仕
（
皇
居
前
広
場
の
整
備
作
業
当
時
…
・
：
宮
城
と
呼
ん
だ
）

力
士
の
団
体
、
宗
教
の
団
体
そ
の
他
多
く
の
団
体
に
ま
じ
っ
て
、
我
々
美

校
で
も
作
業
に
参
加
し
た
。

ガ
ッ
チ
リ
し
た
大
八
車
へ
石
垣
用
の
ゴ
ツ
ゴ
ッ
し
た
石
の
カ
タ
マ
リ
を
の

せ
て
、

警
視
庁
の
方
迄
運
ぶ
重
い
作
業
だ
。
車
に
山
の
よ
う
に
積
ん
で
運
ぶ

グ
ル
ー
プ
も
あ
れ
ば
た
っ
た
―
つ
の
石
を
五
、
六
人
で
一
台
の
車
、
カ
ケ
声

と
ス
ピ
ー
ド
だ
け
が
派
手
な
グ
ル
ー
。フ
も
あ
り
石
コ
ロ
が
車
の
上
で
お
ど

っ

一
日
の
仕
事
が
終
る
と
全
員
集
合
で
陸
軍
少
将
が
講
評
を
し
た
が
美
校
グ

ル
ー
プ
は
一
度
も
ほ
め
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

て
い
る
。

と
し
て
も
あ
ま
り
い
い
客
と
し
て
歓
迎
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
な

⑧

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
来
校

昭
和
十
一
年
十
一
月
二
十
五
日
に
日
独
防
共
協
定
が
調
印
さ
れ
て
以
来
、
日

独
両
国
は
急
速
に
協
調
を
深
め
た
が
、
文
化
的
協
調
運
動
の
一
環
と
し
て
ヒ
ッ

ト
ラ
ー
・

ユ
ー
ゲ
ン
ト
が
来
日
し
、

一
行
は
昭
和
十
三
年
九
月
二
十
七
日
に
本

校
や
東
京
音
楽
学
校
を
訪
れ
た
。
当
日
の
様
子
を
翌
二
十
八
日
付
『
万
朝
報
』

は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
ユ
ー
ゲ
ソ
ト

廿
六
日
鎌
倉
、
箱
根
方
面
か
ら
蹄
京
し
た
ヒ
ッ

ト
ラ
ー

・
ユ
ー
ゲ
ソ
ト
一
行

は
廿
七
日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
東
京
中
央
卸
市
場
を
見
學
、

に
東
京
美
術
學
校
を
訪
間
、
日
本
美
術
教
育
の
宜
箭
を
見
學
、

後
は
二
時
か
ら
上
野
東
京
府
美
術
館
に
目
下
開
催
中
の
院
展
を
見
學
、
日
本

他
統
の
深
遠
幽
玄
の
給
粛
美
に
陶
酔
一
時
間
の
見
物
の
後
三
時
か
ら
東
京
音

架
學
校
の
歓
迎
演
奏
會
に
臨
ん
だ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
第
一
部
邦
架
観
世
左
近

さ
ん
の
船
辮
慶
、
宮
城
道
雄
さ
ん
の
う
て
や
鼓
、
或
は
長
唄
越
後
獅
子
等
を

聞
き
更
に
第
二
部
洋
架
で
は
昔
架
學
校
生
徒
の
獨
逸
國
歌
、
ナ
チ
ス
の
歌
、

ヒ
ッ
ト
ラ
ー

・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
歓
迎
の
歌
の
合
唱
が
あ
り
祖
國
の
歌
の
響
き
に

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
も
共
に
唱
和
、

昔
架
に
結
ば
れ
た
強
い
日
獨
交

羅
風
景
を
描
き
出
し
、
更
に
愛
際
行
進
曲
、
ベ
ー
ト
ヴ
ェ
ン
作
曲
張
撒
曲
等

の
合
唱
演
奏
が
あ
り
最
後
に
君
が
代
が
厳
か
に
齊
唱
さ
れ
て
歓
迎
演
奏
會
を

閉
ぢ
た
、
夜
は
午
後
六
時
よ
り
オ
ッ
ト
ー
獨
逸
大
使
の
招
待
晩
餐
會
に
臨
ん

で
祖
國
の
話
題
に
花
を
咲
か
せ
た

よ
ご
れ
て
気
が
ひ
け
る

つ
ゞ
い
て
午

つ
い
で
上
野

昨
日
は
美
術
昔
架
の
梓
に
燭
れ
る
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歓
迎
し
よ
う
と
い
う
者
と
そ
の
必
要
な
し
と
す
る
者
と
の
衝
突
で
あ
る
。
結
局

一
行
は
本
校
見
学
後
に
東
京
朝
日
新
聞
社
主
催
の
招
待
午
餐
会
（
上
野
精
狼

軒
）
に
臨
ん
だ
が
、
こ
こ
に
は
横
山
大
観
、
堅
山
南
風
、
斎
藤
隆
一
―
―
そ
の
他
日

本
美
術
院
の
人
々
が
出
席
。
大
観
は
「
日
本
画
の
真
髄
」
と
題
し
て
講
演
し
、

「
今
や
未
曾
有
の
非
常
時
局
に
際
會
し
す
べ
て
が
新
ら
し
く
菱
革
し
つ
つ
あ

る
、
近
き
将
来
の
日
本
の
藝
術
は
世
界
に
無
比
な
我
が
辱
い
國
儒
に
則
り
、
我

民
族
の
尤
も
高
い
精
紳
を
代
表
し
て
創
造
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
そ
の
窓
気
を
示

し
た
。
ま
た
、
堅
山
南
風
は
東
山
新
吉
（
魁
夷
）
の
通
訳
で
日
本
画
制
作
を
実

破
し
た
（
同
二
十
八
日
付
『
東
京
朝
日
新
聞
』
）
。
こ
の
年
の
十
一
月
二
十
五
日
に

は
日
独
文
化
協
定
が
調
印
さ
れ
、
文
化
的
協
調
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。

ヒ
ッ
ト
ラ
ー

・
ユ
ー
ゲ
ン
ト
来
校
に
際
し
て
図
案
部
生
徒
の
間
で
騎
動
が
持

ち
上
が
っ
た
。
図
案
部
に
来
訪
の
と
き
は
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ
の
旗
を
描
い
て

歓
迎
派
が
大
勢
を
制
し
て
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
が
、
折
り
し
も
来
校
し
た
和
田
一――

造
教
授
が
「
彼
ら
は
見
学
に
来
た
の
で
、
そ
の
必
要
な
し
」
と
、
直
ち
に
旗
の

撤
去
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
生
徒
の
一
部
に
不
瀾
が
あ
っ
た
と
い
う
。
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